
目標

大目標 ：道路や公園施設のバリアフリー化を推進することで、幅広い利用者が快適に過ごせる地域交流拠点
を充足させるとともに、地域の防災性向上や安心・安全なまちづくりを推進する。
目標①：幅広い利用者が快適に過ごせる公園施設整備を推進することで、人と人との交流を生み、地域コ

ミュニティの醸成に寄与する。
目標②：道路や公園のバリアフリー化により、安心・安全なまちづくりを推進し、施設間の往来を増加させ、

地域全体の活性化を図る。
目標③：整備の緊急性が高い密集市街地において、防災性の向上を図るため、災害時に幅広い世代が安

全・安心に利用できる活動拠点を確保する。

代表的な
指標

年間のイベント実施数 (人/日) 2回 (R4年度) → 6回 (R7年度)

歩行空間の安全性に関する満足度 (％) 40% (R4年度) → 60% (R7年度)

災害時に避難場所となるオープンス
ペースが確保されていると感じる区
民の割合

(％) 25% (R4年度) → 40% (R7年度)
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